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まちづくり・生涯学習情報誌

自分らしく、

粋なくらし

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「令和6年11月下旬発行予定」です。令和6年12月以降の情報をお待ちしています。
下記、発行者までお送りください。[9月末日必着]

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、おもいやり駐車場は3台分用意
　しています。

※自転車・バイクの方は、近隣の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

プラザHP

合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

令和6年7月31日発行　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36

令和6年度パソコン講座がスタートしました。
まちづくり市民交流プラザでは、市民活動の活性化を目的として

ICT活用支援団体と連携してパソコン講座を開催しており、5月には
「すぐに使えるワード/エクセル講座」、「簡単！画像加工」の講座を開催
しました。
「すぐに使えるワード/エクセル講座」では、パソコン初心者の方から
PTAで資料を作成する方まで様 な々方がご参加され、講座内では、チ
ラシの作成方法と文書作成に役立つ機能について学習しました。
「簡単！画像加工」では、フリーソフトを使用して画像の背景を透過
するほか、デザイン面と技術面について学習できました。
6月には普段からパソコンを使用す

る方を対象とした「Excel関数＆VBA
の基礎講座」を開催し、実務的な機
能に焦点を当てたため大変好評でし
た。
参加者からは「サポートスタッフも

多く、丁寧に進めてくれるので分か
りやすい」、「スケジュール管理に役
立つ」といった意見をいただいており、
講師の意欲向上にもつながっていま
す。
当プラザのホームページには、今

年度開催を予定しているパソコン講
座の年間予定表を掲載しています。
募集期間中には別途詳細なチラシを掲出しますので、あわせてご確認

ください。また、本誌「情報の森」ページにも講座情報を掲載しますの
で、興味のある講座がありましたら、是非お申し込みください。

市民活動・ボランティア体験講座
あいサポート運動「視覚障害者への理解を深め
ていただくために」を開催しました。
さまざまな障害の特性や、障害のある方が困っている事、そしてそ

れぞれに必要な配慮を理解し、日常生活の中でちょっとした配慮を実
践し、その活動を通じてだれもが暮らしやすい共生社会をつくってい
く「あいサポート運動」について学ぶ講座を開催しました。2回目とな
る今回は前回よりも講座時間を長くし、視覚障害者への理解を深める
ために、幅広く具体的な方法を学びました。
講師を務めた「白い杖SOSシグナ

ルをひろめる会広島」の森井豊さん
は、視覚障害のある方が普段どんな
時に困っているのか、どんな声掛け
が助かるのかについて具体的にわか
りやすくお話をされていました。
参加者は、視覚障害者に方向を具

体的に伝える方法「クロックポジショ
ン」について学び、アイマスクをして
白杖を使った歩行体験、点字サーク
ルによる点字体験、触覚を頼りに行
う「ランチゲーム」や「コイン当てゲー
ム」などから視覚障害者の日常を体
験し、自分ならどのような配慮ができ
るかを考え、理解を深めることができました。
参加者からは「今まで点訳などを学んでも、実際に街で視覚障害者

の方をお見掛けした時の接し方がわからず、ジレンマを感じていた。
今回学んだことにより、今後は勇気をもって接することができる気が
する。」と感想がありました。また、今回の講座をきっかけに「点字ボ
ランティアサークルに登録しました。」との声もあり、講座内での体験
だけでなく、今後のボランティア活動にもつながったようでした。

合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ
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せみしぐれ／たくさんの蝉が、
こちらで鳴きやんだかと思う
と、あちらでまたひとしきり盛
んに鳴くようすを時雨にたと
えた言葉。大音量で蝉の声
が聞こえ、本格的な夏の訪
れを感じさせます。

広島市
青少年
センター
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「命」を守る、記憶をつなぐ

平成30年7月
豪雨災害を
忘れない
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▲「すぐに使えるエクセル講座」

▲「簡単！画像加工」

プラザ通信プラザ通信

▲白杖体験の様子

▲点字体験の様子



小中高生が防災について学び、発信

広島防災学団

「命」を守る、記憶をつなぐ

平成30年7月豪雨災害を忘れない

若い世代の防災意識を高め、
家庭から地域へ
「平成26年8月20日広島市豪雨災害」や「平成30年7月豪雨災
害」で被害を受けた広島。この災害経験を活かし、いかに防災に

役立てるのかを考える
中、令和2年に広島市
安佐北区の落合小学
校の総合学習で「防
災マップ」を作ったメン
バーが中心となって結
成されたのが「広島防
災学団」です。被災
地に隣接し、防災に
対する意識が強い安
佐北区落合地区で活
動しています。

「当時、立体的なハザードマップを作るにあたって講師を務めて
くれたのが、防災士の柳迫長三さんを中心とした広島市防災士
ネットワークの皆さんです。小学生だった僕らにも、分かりやすく、
興味を引くように教えてくれました」と話すのは代表の松原健太郎
さん。
防災マップ完成後も、柳迫さんをはじめ、防災士ネットワークと

の交流は続き、防災について色 と々教えてもらい、さらに防災士の
資格取得についてアドバイス、サポートを受け、松原さんをはじめ
3人が防災士の資格を取得しました。
「若い世代の防災意識を高めるための方法を考えていた時に、
小学校の防災授業での講師依頼がありました。そして子どもたち
の防災意識を高めれば、自然と家庭内で防災についての会話も
生まれ、家庭から地域へと広がりを見せるのでは、と思いました」
と柳迫さん。
それぞれの思いが重なったことで、防災に対する世代間のつな
がりが生まれ、活動がスタート。松原さんらが小学校卒業後、メン
バーの進学先は別 に々なったものの活動は継続。現在、当時のメ

CLOSE
UP

※掲載している各団体への問い合わせは発行者である（公財）広島市文化財団まちづくり市民交流プラザまでお願いします。☎082-545-3911
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▶広島防災学団

矢野公民館で
行われた紙芝居
上演会の様子
（令和6年1月）

▶矢野豪雨かみしばい製作委員会

実際に
かまどベンチを使用

▶早稲田学区自主防災連絡協議会（わせだ自主防）

07 人材バンク  名人 宝人 達人
▶手染と手縫いの手作りネクタイ  小林 朝子さん
▶カーボンニュートラルにつながるゴミ分別・リサイクル方法
　吉村 隆文さん

05 らしっくレポート ひろ記者が行く
▶災害報道の在り方 ～「命を救える報道」を目指して～

らしっくコラム
▶近年の豪雨災害を教訓とした様々な取り組みを活かすために
　広島工業大学 環境学部 地球環境学科
　田中 健路 教授

06 ようこそ！公民館へ
▶佐伯区内公民館

11 情報の森

15 プラザ通信

ンバーを含め中学生、高校生など14人が活動、ほぼ全員が防災
士の資格を取得しています。

防災を分かりやすく、子ども目線で発信。
地域防災で世代をつなぐ
活動は、若い世代

にも防災に興味や関
心を持って欲しいと、
地域での交流啓発活
動に積極的に参加し
ているほか、SNSを通
して、避難時に役立つ
情報等、さまざまな発
信を行っています。ま
た広島市防災士ネット
ワークが活動する場に
も参加し、防災講座の
講師を務めたり、メン
バーで考案した防災ゲームなど、防災の要素を取り入れた自主企
画も立案しています。特に、防災という言葉を使うと、どうしても難
しい印象を与えてしまう。そんな時は、例えば新聞紙でスリッパや
雨具を作る事を覚えていると、いざという時に役に立つなど、堅苦
しくなく分かりやすい言葉で、若い世代がどうすれば興味を持って
くれるのか、そんな視点を持ちながら日々 活動しています。
「僕らはまだ難しい専門用語などを知らないので、大人の人に
上手く伝えることができているのか不安な時もあります。ただ、メ
ンバーは部活の仲間より身近で、家族には話しにくい事も気軽に
話ができる、仲の良い関係です。そんな仲
間たちと、これからは落合地区に留まらず、
安佐北区、さらには広島市内の同世代に防
災の情報を発信していければと思っていま
す」と松原さん。次世代を担う彼らの活動が、
私たちの防災意識のさらなる向上につながっ
ていくのではと思います。広島防災学団の活
動はインスタグラムで発信中です。是非ご覧
ください。

「みんなで防災
プロジェクト」
ステージ出演の様子

▲ 広島テレビのイベント「みんなで防災プロジェクト」の様子

▲ 新聞紙でスリッパを作成（みんなで防災プロジェクト）

▲ 絆まつりでの活動の様子（安佐北区高陽町）

10 H㎡助成支援団体のご紹介
▶牛田ほおずき姫探検ラリー

09 H㎡助成団体決定！

メンバーの皆さん

なやぎさこちょうそう

まつばらけん た ろう

令和6年1月1日、石川県能登地方を震源とした能登半島地震が発生。広島も幾度も自然災害に見舞われています。
その時の教訓を生かし、防災に関する活動をしている団体を紹介します。



地域のさまざまな団体が協力して
まちづくりと防災を進める
早稲田学区自主防災連絡協議会（わせだ自主防）は、早稲田
学区内の町内会からの代表者をはじめ、体協・女性会・青少協
などの地域団体、小学校・中学校・PTA・広島女学院大学など
の教育機関、早稲田公民館・早稲田集会所といった施設管理者
などで構成されており、広島市東区早稲田学区で自主防災活動
を行っています。
平成12年6月に発足した「早稲田学区社会福祉協議会」で、
平成18年から地域住民自らが「まちづくりプラン」の策定を開始。
5年周期で見直しを図っている中で、「平成26年8月20日広島市豪
雨災害」が発生しました。「三方を牛田山などの山に囲まれた早
稲田学区内でも、将来、同様の災害が起きる可能性がゼロでは
ない。住民たちの防災・減災意識を高める必要性があると感じま
した」と会長の西田志都枝さん。

住民ひとり一人が意識するための
「わせだ防災プラン」
その後、平成30年3月に学区内の全世帯に「わせだ防災マッ

プ」を配布しました。同年7月に、「平成30年7月豪雨災害」が発生。
学区内でも、がけ崩れや土石流が数カ所発生し、4棟が被災しま
した。住民たちの危機意識もより高まり、これまで取り組んでいた
福祉のまちづくり活動や防犯活動、子育て世代の活動に加えて、
住民たち自身が意見を出し合い「わせだ防災プラン（地区防災計
画）」の作成に取り組みました。プランは、「在宅避難・分散避難」
「子どもの防災教育」など課題を18つのテーマに分けて示していま
す。さらに早稲田学区約2,500世帯に配った家庭版には、世帯別

の避難計画シート
を添えるなど、住
民ひとり一人が防
災について意識
するように工夫し
ています。「何時、
どんな形かは分か
らないけど、災害
は必ずやってくる
はずです。人口減少や高齢化の中でどう対応しないといけないの
か。いったんプランを策定したけど、本当にそれが正解なのか。
そこを第三者の視点で評価してもらうために、防災まちづくり大賞
に応募しました」と西田さん。わせだ自主防の『“日常に＋防災を”
「わせだ防災プラン」による地域全体での防災まちづくり』は令和6
年1月、総務省消防庁主催の「第28回防災まちづくり大賞」で、日
本防火・防災協会長賞を受賞しました。
その評価は一つの結果として形になりましたが、わせだ自主防
の皆さんは慢心する事なく、日常生活の中で住民がより防災意識
を高める取り組みを計画、実行しています。学区内のほぼ中央に
位置し、普段から住民になじみのある牛田東第三公園に、災害
時にはかまどになるベンチを2基設置。日常生活の中で潜在的に
防災について触れる機会を作りました。今後は、災害対応自動販
売機の設置も計画しています。
「受賞は素直に喜ぶけど、あくまで通過点。防災に強いまちづく
りを行うことで、まちの魅力にもつながるはずです。これから、どん
な情報をどんな形で発信していくかも、わせだ自主防の役割だと
思います」。いつ起こるかわからない自然災害、地域住民を守る
ために日々 奮闘する皆さんの活動はこれからも続きます。

子どもたちの体験を基に紙芝居を製作
令和4年「平成30年7月豪雨災害」で大きな被害を受けた広島

市安芸区矢野地区で、この災害を風化させまいと地元住民が立
ち上がり「矢野豪雨かみしばい製作委員会」は発足しました。
矢野地区では土砂崩れや土石流で多くの家が倒壊。道路も

崩落し、土砂に埋まった川は道路との区別がつかないほどに。
矢野小学校の校庭にも土砂が流れ込みその量は鉄棒の高さに
達したほどでした。避難所での生活を余儀なくされた住民はもち
ろん、家は無事だったが食料が手に入らないなど、被災地の生
活は過酷な日々。避難所になっているため小学校が休校になり、
遊び場をなくした子どもたちはストレスを感じるようになったといい
ます。
そんな壮絶な思いを経験した子どもたちの記憶を基に製作を始

め、令和6年1月、多くの人の思いが詰まった紙芝居が完成しまし
た。地区内の3小学校を対象に、災害当時1年生だった児童（製
作時6年生）110人に任意で当時の様子を募集。「雨がどんどん
ひどくなって怖かった」「土砂で流れ込んだ小学校が忘れられな
い」など、寄せられた言葉やエピソード、絵を基に組み立てました。
また紙芝居の絵は矢野中学校の美術部員が引き受け、近隣の高
校にも声をかけたところ、安芸南高等学校から「授業の一環とし
て関わらせてほしい」と打診があり、集まったエピソードや絵の分
類などを担当し、合同で完成させました。
「思い出すのはとても苦しい作業。正直どれくらい反応があるか
不安でしたが思った以上にあり、子どもたちにも伝えたい思いが
あるんだと感じました」と、思いをはせる代表の太田郁恵さん。

紙芝居をきっかけに防災について
話してほしい
完成した紙芝居は令和6年1月

に矢野公民館でお披露目となりま
した。約20分の上演は語りや登
場人物の声、音響など全てをメ
ンバーが担っています。
太田さんは「たくさんの人に見

てもらうことが重要だと思っていま
す。紙芝居を見て、感じたことを
共有し、話すことが大事。この紙芝居をきっかけに、家族の会話
で防災について話し合う時間が増えることを願っています」と期待。
今後は貸し出しも視野に活動の場を広げていく予定です。
災害が起き、地域連携の大切さを痛感したという皆さん。矢野
学区では高校生が防災士の資格を取得するなど、防災の意識は
高まっています。自然と共存する上で意識を持続していくために、
「地域ぐるみで未来に繋げる」という矢野地区の皆さんの強い思
いを感じました。

「平成30年7月豪雨災害」を風化させないために地域ぐるみで
意識を高め合う
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早稲田学区自主防災連絡協議会（わせだ自主防）

防災に対する住民の意識を高め、まちの魅力につなげる

▲ 安芸南高等学校の生徒とメンバーの皆さん

▲ 完成した紙芝居「あの夏を忘れない」

▲ 「防災まちづくり大賞」表彰式の様子（令和6年2月）

▲ かまどベンチ（牛田東第三公園）

にし だ し ず え

▲ 小学生が描いた災害時の様子

https://www.waseda-jisyubo.net

矢野豪雨かみしばい製作委員会

おお た いく え




